


主催者あいさつ

■特別協賛

■協賛企業

■協　　賛　瀬戸大橋開通３０周年記念事業岡山県実行委員会／瀬戸大橋開通３０周年記念事業香川県実行委員会

■後　　援　岡山県／香川県／直島町／三豊市／公益社団法人岡山県観光連盟／公益社団法人香川県観光協会／
　　　　　　山陽新聞社／四国新聞社／産経新聞社岡山支局／産経新聞社高松支局／
　　　　　　一般社団法人せとうち観光推進機構／瀬戸内国際芸術祭実行委員会

■主　　催   ＯＨＫ岡山放送

主催・協力・協賛・後援

無人島「春島」「夏島」「秋島」「冬島」にたどりついた漂流船。
船長とその船に乗り合わせた人々は力をあわせて、それぞれの島で島づくりをはじめます。
60年後の未来に「春島」「夏島」「秋島」「冬島」は、いったいどんな島になっているのか？
船長（テーマリーダー）と1チーム25人の仲間たちとの島づくりワークショップを通して、

島の持つ課題や可能性について考えていきます。

岡山放送 代表取締役社長

中静 敬一郎

　瀬戸内の物流と交流の架け橋として本州と四国を結ぶ瀬戸大橋が
開通して今年で３０周年になります。眼下に広がる瀬戸内の素晴らしい
景観の象徴ともいえる多島美、そして、その島々で暮らす人々が育む
歴史、文化、風土など唯一無二の宝物がそこにあります。瀬戸内海に
は現在727の島があり、そのうち有人島はおよそ140といわれていま
す。今回で３回目となる「瀬戸内を語るシンポジウム」の舞台は国内外
から多くの観光客が訪れるアートの島「直島」での開催となりました。
アーティスト日比野克彦さんたちとワークショップを通して、島の持つ
課題や可能性を皆さんと一緒に考え、ＯＨ！マイ瀬戸内キャンペーンの
醸成につながることを願っています。

8月4日（土） 13時～13時30分放送
当日の模様を収録し、特別番組として放送します。

テレビ放送日

1958年岐阜市生まれ。近年は各地で一般参
加者とその地域の特性を生かしたワークショッ
プを多く実施。瀬戸内国際芸術祭2013から粟
島にて「瀬戸内海底探査船美術館プロジェク
ト」として海底探査船「一昨日丸（おとといま
る）」や「ソコソコ想像所」など瀬戸内に眠る物
語を創造する機会を創出している。
2019年瀬戸内国際芸術祭参加アーティスト。

ワークショップスケジュール

東京藝術大学美術学部長先端芸術表現科教授

日比野 克彦

1980年東京生まれ。2010年
香川県へ移住し四国経済産業
局ウェブマガジン「四国びと」担
当。2014年独立し「物語を届け
るしごと」で四国の魅力を発信
中。2017年高松移住応援隊移
住リーダーに就任。

坂口 祐

物語を届けるしごと
一般財団法人さなごうち理事

1981年茨城県生まれ。2013
年出産を機に直島へ移住。夫と
の“島小屋”の運営、地域おこし
協力隊を経て、現在はmagic 
tunnel代表として子供達の絵
が主役の日用品“Tohe”の紹介
や移住体験住宅を運営。

山岸 紗恵

magic tunnel代表
元直島町地域おこし協力隊

1977年男木町生まれ。2013
年瀬戸内国際芸術祭を機に、U
ターン。現在は、NPO法人男木
島生活研究所代表や地域コミュ
ニティの役員などを務める。

福井 大和

NPO法人男木島生活研究所
代表

1975年東京都三鷹市生まれ。
2012年に4月に夫婦で香川県・
小豆島に移住。2017年4月より
移住・定住促進や空き家活用を
主な活動とするＮＰＯ法人Totie
（トティエ）勤務。

大塚 一歩

NPO法人Totie（トティエ）
理事兼事務局長

島づくり
ワークショップ

2

休憩ワークショップ
レクチャー
日比野克彦さん

1 3

各チーム発表

4

総　括

16：00
終了

船長（テーマリーダー）

企画・ナビゲーター

日比野克彦デザイン
海底探査船

「一昨日丸（おとといまる）」
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